

































































Bull. Takaoka National College, Vol.17, March 2002
『高岡短期大学紀要』第１７巻（新シリーズ第２巻）について
学長　蝋　山　昌　一
あり、開かれた大学という本学の趣旨を如実
に表したものとして自負の念を強く抱いてい
る。
この紀要に掲載されている論考のうち、大
学に関連する問題を扱ったもの以外で、タイ
トル・ページの肩に印のない論文はそれぞれ
の執筆者が自由に自らの責任でその知的な活
動の一端を披瀝したものである。ここから本
学の活動の多面性をご理解いただければ、幸
いである。さらにタイトル･ページのヘッダ
ーに「－論文－」などと種別の印されている
ものは、第１５巻までと同じ編集方針に従い、
学内審査を経て掲載されることになったもの
であり、どちらかと言えばアカデミズム志向
が強い。本紀要を手にした読者が高岡短期大
学の知的な活動に関心を寄せ、本学へのよき
理解者となられることを期待したい。
（２００２年２月記）
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